



























































































芥 川 龍 之 介 の







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と ん ち き 」
は次









と ん ち き だ 。
． ． ． ． 
一向しき

























ひ つ て ん だ 。
ひつてん」は貧乏の








な 銭 は あ ら う ぢ や ア あ ん め へ か 」 （ 初 1 上
年 す ） 「 忠 で ん な 所 芯 店 合 我 だ 。
」
（ ぢ 望 ← 。 日 ）
r 辰 巳 婦 言
ひ つ て ん さやく











人 の 死 』 に 似 て お り 面 白 い
。江戸言葉の駆使は文体に変化をもた
店
再 掲 『 凪 小 俯 次 郎 吉 』『 浮 世 瓜 呂 』
日 本 古 典 文 学 大 系
大 正 ) 0 年三 月






に 構 成 し 、 こ




、 第 二 段 の 山 楊 で 、 『 浮 世 風 呂 』 の 一 節 を そ
のまま引用している事であ
る 。 こ の 引 用 は 王 朝 物 の 場 合 と は 違
い 、
そ の 典 拠 を 阻 し た ま ま の 引 用 で あ
る 。 作 品 の 中 の 誼 吉 は 後 ろ め た
く 思 い な が ら 鼠 小 竹 の 名 を 盗 み
、本物に逢っては何なく化けの皮
を 剥 が さ れ る 小 盗 人 で あ っ た 。 芥 川 が 他 の
作 品 の モ チ ー フ や 言 菜
を無断で併用し、批間がそれに気づかず持て囃すのを平然と受け止めていたならば彼は将に大胆不敵な大盗人であり、逆に何らかの後ろめ
たさを感じながら窃かに行なっていたならば小盗人であ
る 。 本 詞 で は 表 現 の 典 拠 の 指 摘 に 終 っ た が 、 ど う や ら こ の 作 品 で様々に工夫されている表現の衷には、主題そのものが阻されている 様 で あ る 。
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